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データセンターから
分散型データセンターへ
ファイアウォールから
ネットワークのファイアウォーリングへ

分散した複数のデータセンターにデータがばらまかれると、
セキュリティを確保することがさらに難しくなります。
その場合に必要となるのは、すべての接続ポイントにわたって
セキュリティサービスの運用を可能にする最新のアプローチです。
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ジュニパーのConnected Security Distributed Services Architecture

データセンターの
進化の先：
分散型の
データセンター

データ主権のコンプライアンス コストコントロールの向上ユーザーエクスペリエンスの向上 

無制限にスケール
アウト
論理デバイスとしての
運用時

個別に拡張 
フォワーディング
パフォーマンス
とサービスの拡張

自動化された
耐障害性
単一障害点なし

既存のデバイスを
活用 
コストを削減

ファイアウォールから
の次のステップ： 
ネットワーク全体の
ファイアウォーリング

それが、 
ジュニパーのConnected Security
Distributed Services Architecture

業界の
評価

詳細はこちら

Juniper Connected Security
分散型データセンターへの移行を安全に運用する

ジュニパーネットワークスのエクスペリエンスファーストの
アプローチをご確認ください。 

シンプルさ 柔軟性拡張性

Security Director Cloud
統合ポリシーおよびパフォーマンス管理

Cyber Ratings
「AAA」評価

Secure Edge
CRNによる「2022年度プロダクト

オブザイヤー」

Canalysは 3度サイバー
セキュリティのチャネル
リーダーに位置づけ

Gartnerの「Customer's Choice 
for Network FWs」に 2度選出


